
整理 分析 可視エクセルを使ってビックデータを集計する

エクセルでビックデータの集計を行う一例を紹介します。
➢ MicrosoftのAccessを使わず、エクセルを使ってサクッと集計したい。
➢ ファイルが大きくて（104万行以上のデータ）エクセルで開く事ができない。
エクセルの「Power Pivot 」「Power Query 」を使えるとその問題が解決できます。
そんなに難しくないのでチャレンジしてみてはいかがでしょうか。

ビァード

今からBIツールやAccess覚え
ろと言われても困りますん？

でもエクセルだと
シュシュっと作れちゃうオレ！

ですん

ビックデータって意外に使
う場面があったので、日頃
から使ってるエクセルで対
応できるって知ったときは
ラッキー！って思いました。

パワークエリから始めるの
が分かりやすいですね。
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DBって名前付いてます
からビックデータは、お
まかせ下さいますん

ブログ（裏方）「意外と知らない？エクセルを使って
ビックデータを集計する」

データの集計・分析に時間を取られていませんか？
Excelの「Power Pivot 」と「Power Query 」は、その
悩みを解決するツールです。
「Power Pivot」は、整理された大量データを高速に処
理し、複数のテーブルを関連付けて高度な分析を実現し
ます。
「Power Query」は、様々な場所にあるデータを自動で
集め、簡単な操作で整理できます。
この２つの機能を組み合わせれば、誰でも複雑なレ

ポートを作成可能に。データ分析の効率を劇的に向上さ
せ、より本質的な業務に時間を費やせるようになります。

項目 パワーピボット (Power Pivot) パワークエリ (Power Query)

役割 大量データのモデリング、関係構築、複雑な集計や分析 データの取り込み・整形・変換・クレンジング

メリット

・大量データを高速処理可能

・データモデル作成で　複数テーブルを結合可能

・DAX関数（データ分析用の式）で高度な計算が可能

・ピボットテーブルとの連携が強力

・様々なデータソースからのデータ取得が簡単

・GUIベース（視覚的なインターフェース）で直感的な操作

・クレンジングや変換処理が豊富

・変更履歴が保存され再利用可能

デメリット
・初心者にはDAX（データ分析用の式）の習得が難しい

・データ準備はできないため、前処理が必要

・複雑なデータモデリングには不向き

・大量データの集計や分析は苦手

・計算処理はできない

主な利用シーン ・分析用データモデル構築、複雑な集計やKPI作成 ・データの前処理・整形、異なるデータソースの統合

ビックデータがエクセルでも扱えて、そのまま分析資料が作れます
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